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要 旨 
 

日本では English を指す語として「英語」と「英会話」がある。なぜ言語として元来一つの体系である

はずのEnglishが日本語では二つに分けて、使用されているのだろうか。2つの語で区別されるとき、人

は何をそこに期待するのだろうか。「英語」と「英会話」に分けて社会的に認識されていることが、英

語教育にどのような影響を与えているのだろうか。現代社会における「英語」と「英会話」という用語

の使用について分析し、「英語」と「英会話」が使い分けされる背後にある動機や意図を探った上で、

英語についてのより客観的な認識を試みると共に、英語教育への示唆を示したい。 

 

先行研究として「英語」と「英会話」の社会的な認識を探る上で、これまで日本の中で「英語」「英会

話」がどのようなコンテクストの中で語られてきたかを調べることが有用であると考えられる。このテ

ーマに関連すると思われるこれまでの主な議論を整理するために、英語教育の代表的な研究者の著作、

また、新聞や雑誌など広く人々に読まれる媒体をレビューすべき文献とした。これらを批評的によむこ

とで、日本人が「英語」というものをどのように考え、認識してきたのかを把握すると同時に、現代日

本社会おいて「英語」「英会話」がどのように語られてきたかという変遷を知ることができる。 

 

分析の方法としてディスコース研究を用いる。ディスコース研究は言語学、社会学、文化人類学など、

さまざまな分野にまたがった学際研究である。この論文で明らかにしようとしているテーマが学際的な

問題であるので、ディスコース研究という手法が適切であると考えられる。しかし、ディスコース研究

を用いる全ての分野からのアプローチを行うことは難しいため、この論文では、対象としての言語使用

を客観的に把握、分析するという意味において、テクスト分析を利用し、対象の奥に潜む意図や動機を

明らかにするという目的で、レトリック分析を採用する。 

 

分析の対象とするのは、①英会話学校のホームページ、②「英語」「英会話」のいずれかを題名に含む

本の題名とした。「英会話」を売り物とする英会話学校は「英会話」の語りとして重要である。また本

の題名は「英語」「英会話」という語を特徴的に使っているのではないかと考えられる。新聞・雑誌及

びその他の資料は、社会に広く読まれているものであるから、それらの中でどのように語られているか

は重要である。取得したデータの中から特徴を抽出し、先行研究との関係を見極めることによって、考

察すべき項目を整理する。 

 

調査結果を分析、整理した上で、先行研究における主な議論や方法論における利点、欠点等を批判的に

考慮しながら、「英語」と「英会話」の使い分けによって構築される社会的認識について詳しく言及す

ることを試みる。 

 

最後に、本研究によって明らかになった問題や議論を基盤にして、今後行うべき研究の提示や、取り組

むべき課題について述べる。特に、英語教育の基本的な方針や、英語教育に携わる者として備えておく

べき教養等については、積極的な提言を行いたい。
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